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私 の スケ ッチ ・ブ ック(25)

現代家族の肖像
一 ベ ル リ ンの 娘 ・ トル コ の 親 一

国立民族学博物館　助教授

森 　明 子

■ 「私 の 家 族 」 の範 疇

　 家族 とは どうい う人の 範疇 をい うの だ

ろ うか 。共住 とい う尺 度 は ひ とまずお い

て、人 が 「私 の 家族」 と考 える人 との 関

係 につ いて考 えてみ たい 。

　 人 に よってそ の範疇 は さま ざまであ る

に違 い ない 。場合 に よって は、 オジや オ

バ 、 イ トコな どの親族(親 戚)も 含 まれ

よ う。 重 要 な の は、「家族 」 と考 え られ

る入 と の あ い だ に、 そ れ な りの相 互 的

(家族 的)な 関係 が あ る こ とだ と思 う。

よ く知 らない人 間 を、 系譜 関係 がつ なが

る とい う だけ で、 「私 の 家族 」 と呼 ぶ 人

は、 まず い ない。

　家 族 を相互 関係 か ら考 え るな ら、 移動

す る メ ンバ ー も家 族 に含 まれ る。複 数 の

場所 、複 数 の国家 にわた る家族 が 出現す

る。 現代 世界 で は、交 通や 通信 の発 達 に

よって 、そ の よう な家 族 関係が 成立 す る

条件 が整 ってい る。 そ して移動 を と りこ

んだ家族 関係 は 、 と きに 国家 の枠 組 み を

突 き抜 け る新 た な社 会 的、 経済 的、 政治

的 関係 をつ く りだす原 動力 に もなる。
　 　 　 　 また

　国境を跨いだ家族が生まれる素地をつ

くっているのは、国家を超える経済であ

る。で は 、国境 を跨 い だ家族 は、 どの よ

うな相 互 関係 を もち、 どの よ うな感 情 を

育 んで い るの だろ うか。

■ ベ ル リン の 娘 た ち

　 ベ ル リンの友 人 に、 トル コ出身 の姉妹

が い る。4人 姉妹 は、 ご く幼 い と きに両

親 とと もにドイツ に来た 。30年 余 り南 ド

イッで働 い た両親 は、 トル コに居 を移 し

た 。夏 は避暑 地 の家 、冬 は都市 の集 合住

宅 で年 金生活 を送 ってい る。

　ドイツ で育 った姉妹 は 、長女 がベ ル リ

ンで ソシ アル ワー カーの職 を得 た の に続

い て、妹 たち もベル リンに移 った。 現在

は3人 の姉妹 が ベル リン、残 りの ひ と り

は トル コに、そ れぞ れの世 帯 を もって生

活 して い る。3人 の娘 は少 しず つ両 親 に

送金 してい て、 とき どき トル コで休 暇 を

す ごす 。

　 以下 で は、姉妹 の ひ と りが トル コ に出

か けた ときの様子 を紹 介 しよ うと思 う。

世帯 を跨 ぎ、国境 を跨 い で、家 族が しっ

か り した意識 と親 しい関係 を築 い てい る

様子 を描 きたい。
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■ 朝 の 電 話

　 日曜 日の遅 い朝食 を とってい る とき、

電 話が 鳴 った 。友 人は トル コ語 で何 度か

聞 き返 しなが ら、真 剣 に メモ を とって い

る。 トル コの母 が 、ベ ル リ ンで 買 って き

てほ しい もの の リス トを読 み上 げ たの だ。

それ はい いの だが 、 と友 人 が続 け る。厄

介 な の は、電話 口に父 がい て、母 が 読み

上 げ るひ とつ ひ とつ に、 「そ ん な もの は

い らな い、 手 ぶ らで 帰 っ て くれ ば よい」

と口 を は さむ こ とだ。 おか げで話 は混戦

し、頭 が痛 くな った。

　 30年 以上 ドイ ツで過 ご した両親 には、

ドイツになつ か しい味 があ る。 その リス

トは なか なか お も しろい。 まず重 要 な の

は薬 の類 であ る。 それ に特 定の メー カ ー

の黒パ ンや ビスケ ッ トが加 わ る。興 味深

いの は、干 した果実 で あ る。 も と もと ト

ル コが 本場 の食 物 であ るが 、 ドイ ツで販

売 されて い る製 品 の味 が母 に はなつ か し

い ら しい。

■ 離 婚 ・子 供 ・仕 事

　 朝食 を済 ませ て 、友 人の パ ー トナー は

仕 事 の た め に 自宅 に帰 っ た。 彼 は コ ン

ピュー タ関係 の仕事 を 自宅 で して いる ド

イ ッ人で 、ふ た りはそ れぞ れ の住 まい を

訪 問 し合 って い る。

　 友 人 は離 婚 して か ら大 学 で教 育学 を修

めた 。卒業 研 究の テー マ は 「故 郷」 で あ

る。移 民二 世 三世 が育 っ てい るドイツ で、

故 郷 や アイデ ンテ ィテ ィは きわめ て重要

なテ ーマ だ。現 在彼 女 は、 臨時 雇用 の ソ

シ アル ワー カー と して 、移 民 の子供 た ち

のた めの仕 事 を してい る。

　 離婚 した前 夫 もドイツ 人だ った。 彼 と

図1　 乾燥果実を売 るマーケ ット

の あい だ に3人 の子供 が あ る。 上 の娘 は

す で に家 を出た が、下 の息 子 と娘 は、1

か 月ず つ父 と母 の住 まい を行 き来 し、 そ

こか ら通学 して い る。 この 日は下 の娘が

母 の も とに来 て いた。 子供 た ち は、母 の

パ ー トナー とは 、年齢 の離 れ た友 人の よ

うなつ きあ い を して い る。私 もそ の 中に

入 れて もらった 。

■ 姉 妹

　 昼 前 に、 柔 道 をた しな む とい う妹 が

や って きた。 姉 に ア ンテ ィー クの シ ャ ン

デ リアを持 って きて 、ふ た りは しば ら く

は しゃいで いた が、 その うち連 れ 立 って

買 い物 に 出かけ た。娘 は、父 の住 まい に

向 か った。

　 数時 間 して帰 って きた姉 妹 は、 上の姉

を加 えて3人 にな ってい た。3人 とも背

中の リュ ック と、 両 手 に一 杯 の荷 物 を

持 って い る。 これ を どうや って トル コに

運 ぶの だ ろ うと私 は思 ったが 、黙 っ てい

た 。

　姉 を残 して、 私 たち は遅 い昼食 をと り

に行 った。 道す が ら妹 の パ ー トナー も合

流 し、4人 で 自転 車 を走 らせ て いる うち

に、 う きう きす る気分 が 私 に も感 染 して

きた。 行 き先 は安 くてお い しい トル コ料

理 店 であ る。 ちな み に店 の名 前 はドイツ
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ハ ウス だ。 ウィ ッ トが きい てい る。

　帰 宅 す る と、 家 に残 ってい た姉 があ ら

か たの荷 造 りを終 えてい た。見 事 に トラ

ン クの 中 にお さま っ てい る。 「いつ もこ

んな もん」 だそ うだ。妹 のパ ー トナー が

「もっ と驚 くの は、 ドイ ツに帰 って くる

と き、 この トラ ン クが 再 び い っ ぱ い に

なって い る ことだ よ」 と私 に ささやい た。

ドイツ人の彼 も、 トル コの家族 訪 問 に、

慣 れて きた ようだ。
　 　 　 　 め　ど

　荷 物 の 目処 が つ くとす ぐ、 お金 のや り

と りが は じま った。 「父 と母 に これ 」 「了

解」 「これ は○○ の ため にあ なた に」「い

い の に」 とい う ようなや りと りを しなが

ら、姉 と妹 か ら トル コに旅 立つ 姉妹 にお

金が 渡 され た。絶 妙 の タイ ミ ングで妹 の

パ ー トナー が 立 ち上 が り、 「これ は ガ ソ

リ ン代」 と紙 幣 を渡 した 。私 も参加 した

い と思 ったが 、 この ときは タイ ミングを

逸 した。

　 用 が 済 ん だ姉 と妹 は、 衣 装 ダ ンス を

ひっ か きまわ しは じめ た。 「あれ は私 に

似合 い そ う」、「これ は シ ックね」、 「これ

着 てみ よ う」 とい う調 子 で、持 ち主 を加

えて3人 の女 性が フ ァッシ ョンシ ョー を

始 めた。 ブ ラジ ャー姿 で衣 装 ダ ンス に首

をつ っこむ姉 妹 の姿 を、妹 のパ ー トナ ー

が楽 しげ に見 て い る。 そ の うち息子 が 、

ガール フ レ ン ドを連 れて や って きた。

子 の組 が家 の前 で別 れ る ようだ。 トラ ン

クは姉 の 自転 車 の荷 台 に載せ て、駅 まで

運 ぶ らしい 。駅 か らは、朝 別 れたパ ー ト

ナーが 空港 まで 送 る手 はずで あ る。窓 か

ら身 を乗 り出 して手 を振 っ た私 は、6人

か ら元気 一杯 の挨 拶 を受 け た。

■ ベ ル リン 到 着

　 1週 間後 の夜 中、友 人 は予言 どお り、

特 別重 い トラ ン クを持 って帰宅 した。翌

朝 、台所 で その片 鱗 をみ たが 、 ど うや っ

て これ が運 ばれ て きたの か不思 議 だ った。

私 の見 た こ ともない さま ざまな果実 や野

菜 が一 山あ った 。い くつ もの瓶 詰 めが並

んでい た。 父が料 理 した とい う豆料 理 と

肉料 理 も、 それ ぞれ ひ と鍋 ずつ あ った。

ほか に もまだ何 かあ った か も しれ ない。

　 その 日の夜 は、友 人の もとに、姉 、妹

とそのパ ー トナ ー、息 子 が集 ま って、 ト

ル コの 父親 の料理 を賞 味 した。 遅 れて姉

のパ ー トナ ー も加 わった が、友 人 のパ ー

トナー は来 なか っ た。 こ うい う席 は苦手

ら しい 。

■家族会議一両親のこと

　旅立ちがお祭り騒ぎとするなら、到着

は家族会議だった。私はこの夕食会に少

し遅れて参加 したが、食事を終えて最初

■ 旅 立 ち

　す べ てが大 騒 ぎの うち に進行 して、 そ

の うち に時 間だ とい いなが ら、 皆が 家 を

あ とに した。 残 った私 が 窓か ら見下 ろ し

て い る と、 い くつ もの 自転 車が 建物 か ら

扇 を広 げた よ うに出 てい く。妹 の組 、息 図2　 移民の子供た ちの活動
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の話題 は、 トル コでの 両親 の生 活 につ い

てで あ った。

　 両 親 は住 まい を買い換 え ようか考 えて

い る。ふ たつ の住 まい が離 れ てい るの が

不 便 だか らとい う。買 い たい とい う住 ま

いの 条件 は ど うなのか 、皆 、 関心 を寄せ

た。 父の気 持 ち と、今 後 の経済 的 な見通

し も十分 考 慮 して 、「拙 速 は 慎 むべ し」

とい う結論 が 出 され た。

　 そ れ と合 わせ て 、母 親 に よい友達 が い

ない こ と も話題 にな った。 ドイ ツで長 く

生 活 した人の 多 くが、 トル コに帰 って か

ら、環 境 の違 い に苦 労 す る とい う。 友 人

は、 「本 を読 む あ なた はす ば ら しい 」 と

女 性 グ ルー プにい われ た と、苦 笑 しなが

ら報 告 した。 「私 、 小説 を読 んで い た の

よ」。

　 女性 が本 を読 むの を、特 別 と思 うよ う

な人 との付 き合い は むずか しい。友 人 は、

彼 女 がい い と思 った数 人の 女性 を、母 に

す す めて きた 。

■ 家 族 会 議 一 娘 の こ と

　 家族 会議 の後 半 の重 要 な議題 は、 家 を

出た友 人 の上 の娘 につ い てだ った。 彼女

は、恋 人 と南ドイツ で生 活 してい るが 、

若 い ふた りは負債 をか か えて いて 、オバ

に もお 金 の無 心 を して くる。 「困 っ た と

きに助 けるた めの オバ だ」 と考 えて、何

度 か お金 を送 った が、事 態 は改 善す る ど

こ ろか悪化 してい る。

　 娘 は仕事 を探 してい る。 役所 の相 談員

が 娘 に提示 した職 は 「ビル清掃 」 で、娘

は シ ョッ クを受 けた。 本人 は幼稚 園の助

手 を希 望 した が、相 手 に され なか った と

い う。社会 扶助 を受 ける ため に は、現在

よ り小 さい住 まい に移 る必要 があ るが 、

娘 に部屋 を貸 して くれ る人 はい ない。

　 友人 は、姉 、 妹、姉 の パ ー トナー、 妹

の パ ー トナー を相 手 に、 ひ とつ ひ とつ 説

明 しなが ら、彼 らの意見 を丁 寧 に聞 いて

い っ た。

　姉 と妹 は、姪 か らお金 の無心 を された

と きの様子 を思 い 出 しなが ら、状 況 を吟

味 す る。ふ た りとも、姪 はベ ル リンに戻

るべ きだ と考 える。仕 事 は な くて も、 大

人 の 目が届 く範 囲 に置い た ほ うが い い。

　姉 の パ ー トナー は、 この機会 に痛 い 目

を見 て も、学 習 す るほ うが よい とい う。

「い まのは レッス ン ・ワ ンだ」。彼 は トル

コ人 の フリー ・カ メ ラマ ンで あ る。

　物 理 学の 若手研 究者 で あ る妹 の パ ー ト

ナ ー は、皆 の話 を整理 す る役 をつ とめた。

「あ の娘 の 恋 人 の こ とは、 か ま わ ない の

だね」 と皆 に確 認す る。

「娘 は恋人 と別 れて ベル リンに来 る のが

最 善で あ る」 とい う結 論 が 出 され た。 当

面 すべ きこ とは、娘 に連絡 し、負債 が 全

部 でい くらあ るのか 明 らか にす る こと、

紹 介 され た ソシア ル ワー カ ーに必 ず面接

に行か せ る こと、娘 がベ ル リ ンにひ と り

で戻 る意思 があ るの か確 認す る こ と、 と

され た。

　夜 遅 く、 トル コか らの 土産 を手 に、 そ

れ ぞれ の家 に帰 宅す る家 族 を戸 口で送 っ

た友 人 は、 扉 をゆ っ く り と しめ て か ら

「静 寂Ruhe」 と言 った 。「私 の 家 族 」 と

大 きな息 をつ く。 しっか りした家 族 だ、

とい う私 に う な ず い て 、「私 の 家 族 は

まっ と うだ」 と繰 り返 した。
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